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「黄金メロン」を児童が収穫、販売も体験

最優秀賞に15区「滝ノ沢婦人会」

町内小学校の給食にも提供される

第43回町花壇コンクール

　第43回町花壇コンクール（平泉をきれいにする会主

催）の審査が８月24日、町内で行われました。町内12団

体・個人の花壇が対象となり、最優秀賞に「滝ノ沢婦人

会」（15区、吉田圭子会長）の花壇が選ばれました。

　同婦人会の設計配色や管理状況などが高く評価さ

れました。コンクールは、町内をきれいにする運動の

一環として、花と緑豊かな郷土づくりを推進しようと

毎年開催されています。

地元の良さ、歴史を対面で紹介
長島小の児童が青森県の児童と交流

　長島小学校の児童と、修学旅行で町内を訪れた青森

県六ケ所村の千歳平、南両小学校の児童との交流学習

会は９月８日、長島小で開かれました。

　各校の児童がまとめた学校紹介、学習内容のパンフ

レットを交換。それぞれの地元の良さを対面で紹介し、

交流を深めました。長島小６年の及川二子さんは「六ケ

所村の魅力を知り、平泉の良さを伝えられて良かった。

今度は私たちが六ケ所村に行きたい」と語りました。

　平泉小学校の５年生10人は８月25日、６月に定植した

町の特産「黄金メロン」の収穫をメロン農家の高橋正洋

さん（花立）方で行い、秋の実りを喜びました。

　高橋さんの助言を受け収穫した小形雅さん＝写真左＝
は「ずっしり重い。作るのが大変だと分かった」と実感。翌

26日は、毛越寺駐車場内のあずまやで販売体験もあり、佐

藤壮吾さんは「早く完売してうれしい」と喜びました。

　黄金メロンは９月１日、町内小学校の給食に提供されました。

ドライバーに安全運転呼び掛け
道の駅平泉、柳之御所交差点で啓発活動

　一関、奥州両警察署と両署管内の交通安全関係機

関・団体による啓発活動は９月16日、道の駅平泉駐車場

と柳之御所交差点付近で行われました。

　関係機関・団体から約50人が参加。啓発ののぼり旗を

掲げたり、反射材付きバンドなどをドライバーに配っ

たりして交通事故防止を呼び掛けました。町交通安全

母の会連合会長の小野寺祐子さん（14区）は「事故を防

ぐには運転者それぞれの意識が大事」と話しました。

「
コ
ツ
骨
貯
筋
教
室
」特
別
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

　
骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
る
と
、骨
が
も

ろ
く
な
り
、
骨
折
し
や
す
く
な
り
ま

す
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の
機
会
に
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な
た
を
支
え
る
骨

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。イ
ベ
ン
ト
で
は
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密
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測
定
の
ほ

か
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ま
ざ
ま
な
コ
ー
ナ
ー
を
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備
し
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い
ま
す
。

　
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、事
前
に
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
程
…
11
月
１
日（
火
）

■
当
日
受
付
時
間

　

▽
午
前
10
時
～
11
時

　
▽
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

■
場
所

　

町
学
習
交
流
施
設「
エ
ピ
カ
」

■
対
象
…
65
歳
以
上
の
女
性

■
定
員
…
先
着
50
人

■
持
ち
物

　
▽
「
健
幸
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
」

　

※
過
去
に
町
の
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

を
受
診
し
た
人
で
検
診
結
果
の

票
が
あ
る
人
は
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

■
内
容

　

▽
骨
密
度
測
定
を
実
施
し
、
結
果
を

も
と
に
指
導
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

▽
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
予
防
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
噛
む
力
を
確
認
し
た

り
、
口
の
健
康
に
つ
い
て
歯
科
衛

生
士
の
助
言
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

▽
カ
ル
シ
ウ
ム
ア
ッ
プ
試
食
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が
多
く

含
ま
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
の
試
食
や

塩
分
測
定
を
行
い
ま
す
。

■
申
込
期
限
…
10
月
21
日（
金
）

■
費
用
…
無
料

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
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野
外
焼
却
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　

野
外
焼
却
は
、「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」や「
県
民
の
健

康
で
快
適
な
生
活
を
確
保
す
る
た
め
の

環
境
の
保
全
に
関
す
る
条
例
」に
基
づ

き
、次
の
例
外
規
定
を
除
い
て
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

■
例
外
で
認
め
ら
れ
て
い
る
焼
却

　
▽
法
令
に
基
づ
く
焼
却
（
伝
染
病
家

畜
、
松
く
い
虫
被
害
伐
採
木
な
ど

の
焼
却
）

　
▽
風
俗
慣
習
上
の
行
事
の
た
め
の
焼

却（
火
祭
り
、ど
ん
と
焼
き
な
ど
）

　

▽
農
林
漁
業
の
た
め
の
や
む
を
得
な

い
焼
却
（
草
、
木
の
葉
、
枝
、
も
み

が
ら
、わ
ら
な
ど
の
焼
却
）

　
▽
学
校
教
育
等
の
た
め
の
焼
却

（
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
）

　

▽
落
ち
葉
の
焼
却
、
一
過
性
の
軽
微

な
焼
却(

落
ち
葉
、
一
時
的
に
出

さ
れ
る
少
量
の
剪
定
枝
、
空
き
地

の
刈
り
取
っ
た
草
木
の
焼
却)

　
こ
れ
ら
に
該
当
し
て
も
、廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
や
ゴ
ム
く
ず
、廃
油
、皮
革
な

ど
の
焼
却
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
毎
年
、焼
却
に
よ
る
煙
や
臭
い
で
町

に
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
際
は
、周
辺
住
民
へ
の
配
慮
の
依

頼
や
指
導
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
福
祉
課　

察
46
―
５
５
６
２

「
ひ
ら
い
ず
み
応
援
商
品
券
２
０
２
２
」を
一
般
販
売
し
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
長
期
化
の
影
響
を
受
け
て
い
る
町

内
経
済
活
性
化
の
た
め
発
行
さ
れ

て
い
る
「
ひ
ら
い
ず
み
応
援
商
品
券

２
０
２
２
」を
、一
般
販
売
し
ま
す
。

■
日
時

　

10
月
30
日（
日
）午
前
９
時
～
午
後
３
時

　

※
売
り
切
れ
次
第
終
了

■
場
所
…
平
泉
商
工
会
館

（
平
泉
字
志
羅
山
１
５
２
の
２
）

■
価
格

　

５
０
０
円
券
26
枚
（
計
１
万
３
０
０
０

円
分
）
を
１
万
円
で
販
売

■
当
日
の
販
売
総
数

　

約
１
２
０
０
セ
ッ
ト

■
そ
の
他

　

１
人
３
セ
ッ
ト
ま
で
購
入
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

平
泉
商
工
会　
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観
光
商
工
課　
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「
第
57
回
全
国
史
跡
整
備
市
町
村
協
議
会
大
会　

講
演
会
」

　
国
指
定
史
跡
を
有
す
る
市
町
村
の
関

係
者
が
一
堂
に
会
す
る「
全
国
史
跡
整

備
市
町
村
協
議
会
大
会
」が
開
催
さ
れ

ま
す
。大
会
中
の「
講
演
会
」は
、ど
な
た

で
も
聴
講
が
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
来

場
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
…
10
月
５
日（
水
）

　
　
　
　

午
後
４
時
～
５
時

　
　
　
　

（
３
時
40
分
か
ら
受
け
付
け
）

■
場
所
…
平
泉
小
学
校
体
育
館

■
費
用
…
無
料

■
講
師
…
近
藤
誠
一
氏

　
　
　
　

（
平
泉
文
化
遺
産
セ
ン
タ
ー

名
誉
館
長
、元
文
化
庁
長
官
）

■
演
題

　

「
ふ
る
さ
と
の
魅
力
―
蓄
積
さ
れ
た

人
文
知
」

■
駐
車
場

　

町
営
毛
越
寺
駐
車
場
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。
講
演
会
へ
の
来
場
者
は
、無
料

で
利
用
で
き
ま
す
。

■
そ
の
他

　

会
場
入
り
口
で
手
指
消
毒
と
検
温
に

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
体
温
が
37
・
５

度
以
上
の
場
合
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

平
泉
文
化
遺
産
セ
ン
タ
ー
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